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一 アイヒェンドルフの 『予感 と現在』における 「子ども」に関する諸問題 一

藤 原 美 沙

は じめに

1900年 にス ウェーデ ンの文明評論家エ レン ・ケイが 『子 どもの世紀(β αrη傭 励 襯4槻4θ)』

で宣言 したとお り、1ま さに20世 紀は 「子 ども」たちの人権保護 ・保障 を目指 して世界全体が

大 きく動いた、 「子 ども」のための世紀であったとい えよう。そ して、21世 紀 となった現在 に

おいて、 「子 ども」はますます、人類の未来を担 う重要な財産 と見な され るようになっている。

とはいえ、「子 ども」に関す る事項ほ ど情報更新が速 いもの もない。乳児の理想的 な栄養摂取

を例 にとってみて も、人工乳礼賛の時期があったと思えば今度 は手のひ らを返 した ように母乳

育児の推奨 が始まる といった具合 であるし、「子 ども」の健やかな成長 を促すために周囲の大人

た ちが とるべき対処法が列挙 された育児書、教育書は山の ように存在 してお り、今後 も大量 に

生産 されつづ けるだろ うことは想像 に易い。

「子 ども」 とは大人の視 点から見た庇護 を必要 とす る小 さな人 間であ る。大人が 「子 ども」に

ついて考える際には、意識 的であれ無意識 的であれ、 自らが 「子 ども」であった時期を振 り返

らざるを得 ない。大人であれ ば誰 しもが例外 なく 「子 ども期 」を経てきたわけだが、それ ぞれ

の記憶は時がたてばたつほ ど正確な輪郭を失い、あ る時は美化 され、ある時は苦い思い出 と化

して一個人のなか に残 る。 こうした千差万別 な 「子 ども時代」 の記憶を土台 として 「子 ども」

像が形成 されつづけているのである。

しか し、ここで歴史的背景 を振 り返ってみると、 この世に誕生 してか ら数年 間の身体的 ・精

神的に未熟 な小 さな人間を、「子 ども」とい う特殊な期間に属す る存在 として捉えるよ うになっ

たの は、意外 にもそれほ ど遠 い昔ではないこ とがわかる。 とい うの も、大人が介入 して 「子 ど

も」 にスポ ッ トライ トをあて、人類の新たな理想的な未来を形成す る希望を見 出 しは じめたの

1エ レン ・ケイは母親 と子 どもの関係 を重視 し、立法による彼 らの保護を強く要求 しつづけた。ちな

みに彼女の教育思想はモンテーニュの自然至上主義教育論(日 常生活に教育の中心を置くこと、体罰

を禁ずること、暗記一辺倒の教育法を廃止 し理解力の増進を促す ことを特徴 とする)の 影響を受けて

お り、ル ソーの自由主義的な教育論も高く評価していた。Vgl.エ レン ・ケイ 『児童の世紀』(小野寺

信/小 野寺百合子 訳)冨 山房百科文庫1979年 。
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は、西欧 においては近代以降のことだか らだ。

フランス革命の影響や 、イギ リスでは産業革命に より、それまでの家父長的大家族 か ら両親

と 「子 ども」 を中心 として成 り立つ、いわゆる 「近代 市民家族」への移行が促進 され 、せ まい

空間のなかで 「大人 」と 「子 ども」の差異 は拡大 されていった。さらに、社 会史家 ノルベル ト ・

エ リアスによれば、近代 において、他者 に不快感を与えない上品なふるまい を志向する市民的

社交性 が生まれ、親 は 「子 ども」の礼儀作法にも配慮するよ うになったが、大人の文化圏に 「子

ども」を引き上げ ようとす るこ うした試み は、結果 として大人 と 「子 ども」 の心理的距離 を広

げ ることになったのだ とい う。同時に、エ リアスは ここに 「子 ども部屋 」誕生な どの 「生活空

間の再配置」が促進 され た要因 を認 め、それが さらに近代 の 「子 ども」観 を展開 させ るこ とに

なった と考察する。2

もちろん 「子 ども」への関心は社会的なそればか りではない。1762年 に発行 されたル ソーの

『エ ミール、あるいは教育 について(翫 舵,o〃Dθ1襯 〃o磁oη)』において、それ まで矯正 され る

べ きもの と捉 えられていた 「子 ども」の諸 々の性質を、生 まれなが らに して人に備 わっている

「最善のもの」3と 見なす新 たな視座 が提示 され たことは、特に文学作 品にお ける 「子 ども」

像受容 に大 きな影響 を及ぼ した。4「子 ども」のなかに大人が もはや到達 し得ない理想を投影 し

よ うとす る文学的試みは、初期 ロマン派 の、現実的な側面 が捨象 された 〈神聖な子 ども〉像描

写に頂点 を極める と同時に、ビーダーマイヤー期以降は、「子 ども」の現実的な脆弱 さのなかに

も美的価値 が見出 され るよ うにな り、5や がて リア リズムへいたる過程 で、主体性を持つ個 と

しての 「子 ども」が舞台の中央 に登場するよ うになる。6こ うして、「子 ども」は短い期間に文

学においても欠かせ ないモチーフ としての地位 を確立 したのだった。

さて、上述の 「子 ども」受容の背景 を踏まえた うえで、 ドイツ後期 ロマ ン派の詩人 ヨーゼ フ ・

フォン ・アイ ヒェン ドルフ(1788-1857)に 目を向けてみる と、確 かにほぼすべての作品に登場

人物 たちの 「子 ども時代」回想 が挿入 され、「子 ども」の視点を とお した世界が美 しい もの とし

て描かれ てい ることに気づ かされ る。ノヴァー リス、ティー クやブ レンター ノ、ホフマンなど

2VgLEIias
,Norbe質:砺 θr伽P召ozψ4θrZlγ ∫1なα伽.2.,umeineEinlei加ngve㎜.Aun.BemundM血chen

l969.〔 邦 訳:エ リア ス 『文 明 化 の過 程(上)ヨ ー ロ ッパ 上 流 階 級 の 風 俗 の 変 遷 』(赤 井 慧 爾/中

村 元 保/吉 田 正 勝 訳)法 政 大 学 出版 局1977年 、 『文 明 化 の 過 程(下)社 会 の 変 遷/文 明 化 の 理

論 の た め の 見 取 り図 』(波 田節 夫/溝 辺 敬 一/羽 田洋/藤 平 浩 之 訳)法 政 大 学 出 版 局1978年 。〕
3ル ソー 『エ ミー ル(上)』(今 野 一 雄 訳)岩 波 文 庫1993年

、101～102頁 。
4VgtEwers

,Hans-Heino:K加 励8〃 α13ρo編5c舵Dα3θ 加ψr〃L5i魏 漉θηz岬Eη 競 θ加 ηg4θrハo〃zα 扉おc舵 η

K加 励8船 脚 μ θ砺1&ノ 盈 酌朋4θ 砿 飽 漉 κノ2αηPα砿1V∂ γα〃5朔477θcたMUnchen1989,S.59-96.
5ビ ー ダ ー マ イ ヤ ー 期 に は

、 カ タ ル シ ス を 得 る た め の 素 材 と して 、 〈子 ど も の 死 〉 が 描 か れ る こ と が 多

か っ た。Vgl.Sengle,Friedrich:.8∫ ε4θηη♂θア7θ鉱1)ε厩3c加 五∫'θ君α'躍 ゴ〃z5加 朋 研g魂Z4zw∫3c加 η.Rε5孟α躍 α'ゴoη

㍑η6、R8γ01躍わη1815-1848Bd.2.Stuttgartl972,S.553.
619世 紀 後 半 か ら 「子 ど も 同 士 の 愛(Kinderlieben)」 を 描 い た 作 品 が

、 ドイ ツ語 圏 に お い て 増 大 し た。

Vgl.Susteck,Sebastian:K加4θr1'θ わθη.52磁 θηz㍑〃z〃7∬ θη4ε31旦 ノ励 酌 槻 漉 π3㍑ η4z麗 〃z6磁56乃 Ψrαc飯gθ η

R8α1∫3溺㍑5γoη51励8κ κ8118κ&oη η麗加1αη4θ昭η.NewYbrk2010.
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の ロマン派作家たち と比較すれ ば、「子 ども」そ のものの描写 は少ないが、それで もや は り、ア

イ ヒェン ドル フが 「子 ども」 とい う対象に特別 な視線を向けていた痕跡 を多々見 出す ことがで

きる。 しか し、彼の描 く 「子 ども」像は、初期 ロマ ン派ほ ど現実か ら乖離 した神々 しさを備 え

てい るわけでも、 ビーダーマイヤー期か らリア リズムへいたる過程で顕著になった、個 として

主体性を獲得 した 「子 ども」描写が見出 され るわけで もな く、現実 と非現実のあいだを さまよ

う、 とらえどころのない表象 として作 中にあ らわれている。

アイ ヒェン ドルフが 「子 ども」をこの ように描 き出 した意義は何なのか?そ こに時代の影響

はあるのだろ うか?こ うした問い に答えるために、本稿 では、 「子 ども」の想像力 に関するア

イ ヒェン ドル フの見解や、 「子 ども」 と読書 との関連性、そ して同時代の 「子 ども」教育に対す

る批判的視線な どが組み込まれ た処女作 『予感 と現在 し伽 襯g研4σ θg6脚αr,)』7(1815)を 取

り上げる。

*****

『予感 と現在』の正確な成立年 は明 らかになっていないが、おそ らく執筆開始 は1810年 頃、8

そ して対ナポ レオ ン ドイツ解放戦争か らアイ ヒェン ドルフが帰還 した1814年 の時点ですでに

原型 は完成 していたものと推測 され ている。9し か し、その後す ぐに出版 とい うわ けにはいか

ず、1815年 になってよ うや く、本作は 日の 目を見 るにいたる。本作に付 されているフ リー ドリ

ヒ ・ド ・ラ ・モ ッ ト ・フケーの名 による序文は、実はアイ ヒェン ドル フが 自ら執筆 し、その一

部 をフケーが改変す る形で掲載 された ものである。その元 となった序文においてアイ ヒェン ド

ル フは、執筆完 了か ら出版 のあいだに経過 した年月のなかで世 の中が大き く変動 した ことを認

識 しつつ も、本来な らば改稿すべ き点をそのまま残 して出版 に踏み切った理 由を以下の ように

記 している。

確 かにわた しは、この物語 の糸 を作為的に昨今の出来事へ と紡いでい くこともで きたで し

7ア イ ヒ ェ ン ドル フ の テ ク ス トは 以 下 の もの を使 用 し
、本 文 中 で は 略 記 号HKAに 巻 数 と 頁 数 を付 記 す

る。Eichendorf℃Josephvon:Histo㎡sch一 ㎞tischeAusgabe.Bd.III.Hrsg.vChhstianeBheglebundClemens

Rauschenberg.Stuttgart1984;Bd.V/4.Hrsg.v』ietmarKunisch.Tabingen1998;Bd.VIIレ2.Hrsg.v」Wol丘am

MauseLRegensburgl965;Bd.IX.Hrsg.vWbl廿amMauseLRegensburgl970;Bd.Xレ1.Hrsg.vUrsula

RegenerT負bingen2006;Bd.XIII.Hrsg.vWilhelmKosch.Regensburgl910;Bd.XVII班.Hrsg.vG丘nter

undI㎜gardNiggLS倣ga抗1975.
8ハ イ デ ル ベ ル ク 時 代 か ら の ア イ ヒェ ン ドル フ の 学 友 で あ り

、 詩 作 仲 間 で も あ っ た 、 オ ッ トー ・ハ イ

ン リ ヒ ・フ ォ ン ・レー ベ ン は 、1810年 に ア イ ヒェ ン ドル フ の 実 兄 ヴ ィル ヘ ル ム に宛 て て 、新 しい 長 編

小 説 を 読 む の が 待 ち きれ な い 旨 を 記 し た 手 紙 を送 っ て い る。(HKAXVII班,41)当 時 ヴ ィル ヘ ル ム が 長

編 を 執 筆 して い た記 録 は な い た め 、 こ こ で 言 及 され て い る の は 『予 感 と現 在 』 の こ とで あ ろ う。
9ア イ ヒ ェ ン ドル フ は

、 レー ベ ン に宛 て た1814年10月3日 付 の 手 紙 の な か で 、1810年 か ら1813年 の

ウ ィ ー ン 時 代 に知 遇 を得 た ドロ テ ア ・シ ュ レー ゲ ル に 『予 感 と 現 在 』 の 原 稿 を 渡 して ア ドバ イ ス を 受

け た こ と を記 し て い る。(HKAXVIII!l,62)

一3一



ようし、あるい は預言者 のふ りを して、大いなる慰 めに満ちた世界解放への見通 しを、本

作中に書き入れ ることもできたのか もしれ ません。けれ ども、詩作の静かなイメージを結

びつ けるに しては、わた しにとっていまの時代は、まだあま りにも不確 定で、苦 しみの渦

中にあ り、はっき りとした形 も見えず 、ほとん ど現在 とい うものがないのに、ただ熱狂的

な未来 として存在 しているよ うに思えるのです。そ うすると、わた しの作 品は何か全 く別

のものになって しまって、期待 とあこがれ と混乱に満 ちた、あの嵐を前 に した重苦 しい時

代 の忠実なイメー ジを表現 したい、 と望んだものではな くなって しま うかもしれません。

こ うした考えか ら、わた しは一語一語そのまま少 しも変更す ることなく、書 き上げた時の

状態 で、 この小説 を世に送 り出す ことに したのです。(HKAIII,351f)

このよ うに、本作執筆 当時 に意図 され ていたのは、時代 の空気を忠実 に文学内に投影す るこ

とだったのだが、刻々 と過 ぎゆく時間の流れ に置き去 りにされて しまったことで、時代につい

て扱 いなが らも、逆にそこか ら隔離 され た一種の普遍性 を備 えた作品 として の側面を得 るにい

たったことが示 され てい る。

では、実際 にこの ような本作はいかに して受容 されていったのであろ うか。主人公 の内面的

自己形成 の過程を描いた、ゲーテの 『ヴィルヘル ム ・マイスターの修 業時代(曜 伽 枷Mθ 競硲

加勿 α加ε)』(1796)や テ ィー クの 『フ ランツ ・シ ュテル ンバル トの遍 歴(凡 αηz&θ励 α傭

肱 η4θr朔gθη)』(1798)の 影響 を受け、主人公 フリー ドリヒが旅 を しなが らさまざまな人物 と出

会い、人 生や詩作に関す る見解 を交わ し、そ して別れ、最終的 には宣教 師 とな り、心のす さん

だ時代に人 々に宗教を説 く道 を選ぶ、 とい う筋書きの本作 は、 出版当初 ほ とん ど顧 み られ るこ

とはなかった とい う。10よ うや く本作 にお ける新 しい文学的価値が見出 され るよ うになったの

は、アイ ヒェン ドル フの没後100年 に際 して従来の詩人像の再検討 が盛んに行 われた1957年 以

降であった。

なかでもヴァルター ・キ リーは、アイ ヒェン ドル フと初期 ロマ ン派 との密 な関係性 に着 目し

た うえで、本作に 「ロマ ン主義 的長編小説(derromantischeRoman)」 とい う評 を下 し、作中に

多々見出 され る、出来事の不整合や登場人物 同士の不可解 な関係性 な どを、初期 ロマン派 が表

明 したよ うな無限性 と関連づけ られ る 「謎」 として捉 えた。llキ リーの考察は、解決 されず に

lo『 予 感 と現 在 』の 受 容 史 につ い て は 以 下 を参 照 し た
。Schwarz,Egon:JosephvonEichendo㎡M加 襯g槻4

σθgε脚 副(1815).h:LOtzele篤PaulMichael(Hrsg.):Rα ηαηε研 ゴE磁 〃㍑ηgεη4εr4ε 鷹 盈 θη1ヒαηαη'∫たム切 ε

1カ'θηワ月窃α々 oη8η.Stuttgartl981,S.302-324,hierS.302.
11Kill

メWalther:DerRomanalsromantischesBuch.In:Ders.:〃7沈1励 んε'詔屈 κ朋5'c乃 α君α肋 κハセ槻 、Ro1ηαηε

483汐 漁 励 槻4θ 鷹M廿nchenl963,S.36-58,hierS.47.デ ー トレ フ ・W・ シ ュ ー マ ン は 、 キ リー が 指 摘

す る 、 『予 感 と現 在 』 の 未 解 決 状 態 で 残 され た 「謎 」 を 、 詩 的 な 効 果 を も た らす 「謎 め い た 不 可 解 さ」

と、 幻 想 を 阻 害 す る 「明 白な 矛 盾 」 の 二 つ に分 類 して 、 詳 細 な 分 析 を行 っ て い る 。 さ らに 、 お そ ら く

異 な る 時 期 に 異 な る 意 図 の も と で 考 案 され た プ ロ ッ トが 統 合 され た こ と に よ っ て 生 じた 不 整 合 が 、 ふ
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残 された謎 そのものが、普遍 的世界を構築す る一要素 として機能 している とい う新 しい見方 を

提示す る一方 で、その脱歴史 的解釈に対す る多 くの反論 もまねいた。た とえばヘルムー ト・コ

ープマンは、『予感 と現在』序文草稿において既に、歴 史的現実 と現実描写は複雑 に絡ま り合 う

ことがあ らわ され ている と指摘 し、本作 を 「時代小説(Zeitroman)」 として位置づけた。12ま

た、ホルス ト・マイ クスナー は、不可解 さや矛盾 を抱えた登場人物たちの像 に、執筆当時の歴

史的な世俗化 の流れのなかで無意識の うちにあ らわれるアイヒェン ドルフの宗教的感情の投影

を見出そ うとした。13こ のよ うに、執筆 当時のアイ ヒェン ドルフの意図 を汲み、本作内に見出

され る歴史事象 を抽出 して、その機 能を読 み解 こ うとする研究動 向が、キ リーへの反動か ら勢

いづいたのだった。14

以上のよ うに、近年にいたるまでの先行研究では、本作にお ける普遍 的要素 の遍在を認 めつ

つ も、時代 とい う外部か らの影響 を否応な く受 けた時代小説 として 『予感 と現在』 を捉え直す

ことが一般 的になっている。 しか し、 こうした流れ にあっても 「子 ども」や 「子 ども時代 」な

どのモチーフに関 しては、同時代 との関連 か らはずれた普遍 的なもの として捉 え られ、考察が

留保 されてきたきらいがある。 したがって、本稿では 『予感 と現在』で描 かれ る 「子 ども」像

を、読書や教育 などと絡めて検証す ることで、一見する と普遍的 に見えるアイ ヒェン ドル フの

それが、現実世界 との関連性のなかで生み出 されてい るこ とを明 らかにす る。そ うす ることで、

初期の段階から、「子 ども」に関 して強い関心 を抱き、さまざまな観点 からアプローチ を試 みて

いたアイ ヒェン ドルフの姿が浮き彫 りにな るであろ う。

1.遠 の く 「子 ども時代 」 と読書

デー トレフ ・W・ シューマ ンは、本 作を、主人公 フリー ドリヒの精神 的成長 を描いた 「発展

小説(Entwickhmgsroman)」15と 見なす。しか し、その精神的基盤 がどこにあるのか、その起源

を探 ってい くとた ど りつ くのが、 フリー ドリヒが作 中で何度 も回顧す る過去 、すなわち 「子 ど

も時代」である。彼の 「子 ども時代」の記憶 は、外の様 子を見 ることはできるが閉じられ てい

る 「美 しい庭 園」、異国風の歌 を歌 う 「すば らしい少女」、そ して彼方か ら響 いてくる 「太古 の

悲 しくも甘い歌」な どによって形成 されてお り、(HKAHI,46f)そ れ が、個人的体験であ りな

と した 拍 子 に 可 視 化 され 、本 作 に意 図 せ ず して 魔 的 な魅 力 を創 出 して い る と考 察 し た 。Vgl.Schumann,

DetlevW.:RatselumEichendor館>AhnungundGegenw飢 く.Spe㎞lationen.hl:Riemen,Al倉ed(Hrsg.):

・4η5∫o乃'εηz㍑Eゴ(ノ乃θη40祓 『・Bεゴ∫ア49θ4εrFoz80乃 ㍑η91958わ な.1988.Sigmaringen1988,S.206-238.
12VgLKoopmann

,Helmut:Eichendorf凪DasSchloBD血andeunddieRevolutio凡In:Zε ゴ孟3凶r哲プ翫4ε 鷹c乃 ε

P乃'10109'θ89(1970),S.180-207,hierS.183.
13Vgl

.Meixne蔦Horst:Ro溺 傭 おo舵r丹9岬 α1お酬&κ 副5c舵8姻 蜘z麗Ro脚 ηθηvoMrη 畝Eた 舵 η40げ 朋4

H吻 α朋.Frank魚rta.M.1971,S.102-154.
14Schwarz

,S.306.
15S

chumam,S.207.
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が らも、世界全体の記憶 と重な るようなものとして描 写 されてい ることは興味深い点である。

なぜ な ら、後年アイ ヒェン ドルフが試みた 自伝的作品 『不運 の星(砺3'θ潮)』のなかで、個人的

な 「子 ども時代」 として描 き出される世界 は、ま さに 『予感 と現在』にお けるフリー ドリヒの

回想 に登場す る、上記 の庭園描写 と一致する ものだか らだ。16つ ま り、作者や登場人物たちの

「子 ども時代」の記憶 とは、個人的体験 を超越 した根源 的なもの として認識 されているのであ

る。

しか し、ここで留意すべきは、「子 ども時代」か らいずれ脱出 しなければな らない ことが意識

されている点である。 フリー ドリヒは 「子 ども時代」回想の終わ りに次の ように述べ る。

ああ、 どうしてぼくた ちは、あの、世界 を無垢 に見つめるすべ を、あの不思議に満 ちたあ

こがれ を、あの秘密 に満 ちた、言葉 ではあらわす ことができない 自然のほのめきを失 わな

けれ ばならないのだ ろ うか。ぼくたちはただときどき夢 のなかで、見知 らぬ奇妙な場所 に

再び 出会 うだけなのだ。(Ebd.)

「子 ども時代」は世界の根源的記憶 とつながっているにもかかわ らず、人はそこから遠 ざか ら

な ければな らない運命 にある。 さらにフ リー ドリヒは、よ り個人的な 「子 ども時代」の記憶 と

して、彼 には両親がいないこと、ル ドル フ とい う兄が一人 いた こと、そ して愛 らしいイタ リア

少女アンジェリーナ とよく遊 んでいた ことなどを語るが、彼 らが三人で過 ごした平和な時間も、

やがてル ドル フが行方を くらま し、アンジェ リーナ も父親 の仕事の都合 で遠 くへ と去 ることで

終わ りを告げて しま う。一人残 されたフ リー ドリヒの 目には、美 しい庭す らも 「孤独 に(einsam)」

映 り、噴水 が奏でる単調 な音は、彼 の心 に 「深い不安(tie免Bangsamkeit)」 を呼び覚ます もの と

な る。(HKAIII,52)「 子 ども時代」が永遠 に平和なものではない と認識 されてい ることは、こ

の時点で明らかであろ う。

「子 ども」が生身の生をとお して体験す る、平和 で不思議な事象 に満ちた世界は、いずれ遠の

いてい く。そ うした場合 に、アイ ヒェン ドル フは どのよ うな解決策を提示す るのだろ うか。穏

やかで幸福 な人間関係 と時間が途切 れ、不安 のなかでフ リー ドリヒが見出 したのは、明 りのつ

いた一軒 の小 さな家 であった。(Ebd.)そ こでは 「父親 らしき人が手に小 さな本を持 って、朗読

していた。数人のかわいい子 どもが父親 を囲んで、両手に顔 をささえて、注意深 く聞いている

様子だった。若 い奥 さん らしい人がそのそ ばに座 っていて、 ときどき薪 をくべていた」。(Ebd.)

久保 田功 によれば、 ここであらわ されている、読む ことと聞くことが密着 した読書形式 は 「旧

16未 完 の 自伝的試 み 『不 運の星 』にお いて描 かれ るアイ ヒェン ドル フの 「子 ども時代」 は
、故郷ル ポ

ヴィ ッツ城 の閉 じ られ た静詮な庭 と、 隣家 の美 しい少 女 「ア ンゲ ラ」 と、彼 女 が歌 う歌な どか ら構成

され てい る。(HKAV/4,38)
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来の」ものであるが、「分別臭い啓蒙的読書法の汚濁がない」とい う。17フ リー ドリヒも 「子 ど

も」たちの輪 に加わ り、そこで伝 えられ るさまざまな物語の虜 となるが、 しか し今度はその家

か ら本を借 り、自ら書物を読み漁 るとい う自立 した方法を とるよ うになる。つ ま り、時の流れ

とい う現実によって次第に 「子 ども時代」が遠 のき、その輪郭がぼやけてきた時、 こうした世

界 をつなぎとめ るためにアイ ヒェン ドル フがフ リー ドリヒをとお して提示 した方策 とは、「子 ど

も」に よる 〈自発 的読書〉であったとい うことがで きるだろ う。18

ところで、本作 にあ らわれ る、 この ような 「子 ども」 と読書の関係性 は、ル ソーの読書観 か

らの変化 を如実 に感 じさせ るものである。19ル ソーの 『エ ミール 』では、書物 の教 えを概 念で

「子 ども」に植 えつ けないために、「子 ども」に絵のない書物 を見せ てはいけない と説かれるが、

例外 としてダニエル ・デ フォーの 『ロビンソン ・クルー ソー(Ro伽30ηC醜30θ)』(1719)だ け

は読むに値す る書物 として取 り上げられ る。

この物語 〔『ロビンソン ・クルー ソー』〕は、あ らゆるが らくた を取 りのけると、その島の

近 くでのロビンソンの遭難には じま り、かれ を島か ら救い出 しにきた船の到着で終わって

いるが、これ はいま問題 にしている時期のあいだ、いつ もエ ミールを楽 しませ るとともに

教えるものとなるだろ う。かれはそれ に夢中になって、たえず かれの城や 山羊や農場 のこ

とを考 え、同じようなばあいに知 っていなけれ ばな らないあらゆ るこ とを、書物でではな

く、事物に即 してくわ しく学び、自分がロビンソンになったつも りで、毛皮 をみにま とい、

大きな帽子 をかぶ り、大きな刀を持ち、パラソルだけはい らないだろ うが、挿絵 にみるよう

なあらゆる奇妙な持ちものを持った 自分の姿をみる、 といった調子であって もらいたい。2°

〔括弧 内と下線 強調 は引用者 による〕

ここで、ル ソーが 『ロビンソン ・クルー ソー』を推奨す るのは、それが、「子 ども」に書物 の

世界への没入 を促すのではな く、現実世界への興味 を持たせ る要素に満 ちているか らである。

17VgL久 保 田功 「アイ ヒェ ン ドル フ文学 にお け る 「書物 」と 「読者 」 〔III〕」:金 沢大 学文学部 『金

沢 大学文学部 論集 言語 ・文 学篇』第18号(1998年)、53～85頁 所収 、56頁 。
18久 保 田は

、 フ リー ドリヒの書物 との最初 の出会い を 「素 朴な 自発 的 『読 書』体 験」 と見な し、それ

は後 に、 「強制 」 され た読書 に よって曇 ら されて しま うと述 べ る。 同上 、55頁 。
19ル ソーに対す るアイ ヒェン ドル フの批判 的な姿勢 は

、後年 記 され た文学 ・思想 史 『ドイツ詩 的文学

の歴 史(1)∫εG88ぬc乃'θ4εrρoθ'醜伽 五砂 α艀1)磁3c乃1α酪)』(1857)に お いて も、ル ソー の 「自然 状

態(Naturstand)」 に関す る思想 を 「中身 の ない唯物論(eitelMatehalismus)」 と評す るほ ど徹底 してい

た。(HKAD(,187)ア イ ヒェ ン ドル フに とっては、ル ソーが 『エ ミー ル』 におい て提 起す る 自由主義

的教 育論 は、 「むき 出 しの 自然(diebloBeNatur)」 を 自由に させ るこ とで、 それ まで身分差 はあれ どキ

リス ト教 とい う共通 の理念 の も とにま とまって いた人 々 を、離散 させ るに等 しい ものだ った。(HKA

V/4,130)
20ル ソー

、326頁 。
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一方、アイ ヒェン ドルフの場合は、「子 ども」が 自ら選んだ書物 を読み、内面の充足を図 りなが

ら世界を知 ることが重要だと捉 えられる。そ して、その書物 とは実用面が捨象 された 〈物語〉

である ことは、 フリー ドリヒが読んでいた本が、不死身 のジー クフ リー ト、マゲ ローネ、ゲノ

フェーファやハイモン伯の子 どもた ちの物語で あったこ とか らも明 らかである。(HKAIII,53)

また、 自発的 に物語 を読む とい う行為 は、 内面世界の充足のみな らず 、外的世界、すなわち

自然 とのつ なが りも生み出す もの となる。 この ことは、以 下の引用部分 で明確にあ らわ されて

い る。

これ らの物語 のなかに春が魔法 の光 をともなって射 し込 んでい るのか、あるいは物語が、

その感動的で不思議な輝 きによって春 を上回っているのか、ぼ くにはわか らない。しか し

とにかく、花や森や草原 があの頃のぼ くには、いま とは全 く違 ったふ うに、はるかに美 し

く目に映った。 これ らの書物 が、不思議 な宝 とそ こに隠 された 自然の輝 かしい美を開く、

黄金 の鍵を与えて くれたよ うに思えたのだ。ぼくはあの頃ほど敬度 で、心晴れやかな気持

ちになった ことはない。(HKAIII,54)

ここで示 されているのは、「子 ども」 と書物 、特に、物語 との親和性 の高 さである。書物 をと

お して、「子 ども」は 自分を取 り巻 く世界 の見え方 を容易に再構築 し、さらに 自然 のなかに隠さ

れた美へ の予感す らも感 じ取るカ を獲得する。心揺 さぶ られ る物語 に出会ったフ リー ドリヒは、

その後、 自発的 に書物のペー ジを繰 り、 自ら内面世界を広 げてい くカを身 につけていった。外

か らの強制の もとで行われるわけではない、こ うした読書形式の推奨には、「子 ども」が生来有

す る、 自ら育 ってい く強靭 で柔軟なカに対す る、アイ ヒェン ドルフの絶対的 な信頼を見出す こ

とができる。本作第10章 の、創造 と結びつ く読書の在 り方が述 べ られ る場 面では、 「子 ども」

がいかに純粋 に書物 と触れ合 うことができるか、そ してそこか ら自らの内面世界を拡 張 させ る

ことができるかが説 かれている。

そこでは、フリー ドリヒの心は何 ものにも邪魔 されず晴れやかだったので、きわめて月並

みな長編小説 でも、われわれ が子 ども時代 にその ような作 品を読んだ時に抱いたよ うな、

かの敬度な気持 ちとみずみず しい想像力 によって感動 したほ どであった。は じめてのロビ

ンソンものや騎士小説を読 んだ時には、そ こか ら、最初の欲 求に満 ちた予感が、未 来の豊

かな全 き生についての不思議な予感 が吹いて きて、その時に どのよ うに感 じたかを喜 んで

思い出さない者がい ようか。いかにすべてが魔法にかかった ように見えたか、そ して紙上

の一文字一文字が生 を得たよ うになったのか を。(HKAIII,102f)〔 下線 強調 は引用者 によ

る〕
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人 は 「子 ども時 代 」 に、 「最 初 の欲 求 に満 ちた予 感(dasfヒUhestel並stemeVbrge撒hl)」 と 「未 来

の 豊 か な全 き生 に つ い て の不 思議 な予 感(diewunderbareAhnungdesganzen,kan丘igen,reichen

Lebens)」 を感 受 す る、 とい う こ とが こ こで 示 唆 され てい るが 、 前者 の 「予 感(Vbrge撒hl)」 と

い う単 語 に は 、未 来 と同 時 に原 初 的 体 験 の意 も込 め られ て い る と捉 え るこ とがで き る。 つ ま り

「子 ど も」 は読 書 を とお して、 「感 情(Ge徹hl)」 が生 じる 「前(vor)」 段 階 に、 直観 的 に 体験 さ

れ る何 が しか と知 らぬ うちに接 触 して い る、 とい うこ とだ。 「子 ども」 は過 去 に 書 かれ た 物語 の

な か に原初 的体 験 を得 て 、 そ こか ら想 像力 に よ って 豊 か な未 来 を予 感 しな が ら、心 の な か に世

界 を築 く。 そ の よ うな 力 を 「子 ど も」 は教 え られ な くて も有 して い る こ とが あ らわ され て い る

の で あ る。

さ らに 、 こ こで 挙 げ られ て い る 「は じめ て の ロ ビ ン ソン もの(de[r]erste口Robinson)」 とは 、

ヨア ヒム ・ハ イ ン リヒ ・カ ンペ の 『新 ロ ビン ソ ン(Ro伽30η ♂ε〃 珈gε紛 』21の こ とで あ り、(HKA

III,412)実 は こ こに アイ ヒェ ン ドル フ 自身 の実 体 験 の反 映 を見 出す こ とが で き る。

1805年 に兄 の ヴィル ヘ ル ム とハ ンブル ク を訪 れ た アイ ヒ ェ ン ドル フは 、 同年9月18日 付 の

日記 に 以 下 の よ うに記 して い る。 「そ の 時、 ロ ビン ソ ン、カ ンペ 、そ して ハ ンブル クの こ とを よ

く夢 見 て い た子 ど も時 代 の幸 福 な時 間 す べ て が、 ゆ らゆ ら と心 に漂 い 、 わ た した ちは 高 鳴 る鼓

動 を感 じな が らハ ン ブル クの 光 景 を待 ち受 け てい た 」。(HKAXm,184)こ の 記 述 か らわ か る こ

とは 、 アイ ヒェ ン ドル フ が カ ンペ の 『新 ロ ビン ソ ン』 を読 ん で お り(『 新 ロ ビ ン ソン』 に お け る

語 りの 舞台 はハ ンブル クで あ る)、 読 書 に よっ て現 実 の 生 が高 揚 す る瞬 間 を実 際 に体 験 して い た、

とい うこ とで あ る。 こ う した体 験 か ら派 生 した であ ろ う読書 の効 用 を 、 今度 は文 学 作 品 に お い

て あ らた め て描 き出 す 、 とい う行 為 もま た 、 アイ ヒ ェン ドル フ 自身 の 「子 ども時 代 」 の再 構 築

の 一 環 だ と捉 え る こ とがで き る か も しれ な い。

2.「子 ども」に対す る強制へ の反発

ところで、〈自発的読書〉によって 「子 ども時代 」との結節点 を得 ることができたフリー ドリ

ヒで あったが、そ こに現実社会の教育事情 が介入 して くる ところに、本 作にお ける 「子 ども」

観が理想論 に とどま らない側面 を見出す ことができる。幼いフ リー ドリヒは物語 に没頭 し、想

像力 を存分 にはばたかせていたのだが、 「啓蒙 された人物(einau㎏ekl飢erMann)」 である家庭

教師がやってきた ことで、状況 は一変する。(HKAIII,54)こ の家庭教師は フリー ドリヒが夢 中

21デ フォーの 『ロビン ソン ・クルー ソー』 を素地 と して
、 冒険諦 だけで な く、親 への愛情 やそ の他 の

実用 的 な知識 を伝 えるため にカ ンペ が独 自に改作 した 『新 ロビン ソン』 は、 ロ ビンソンの エ ピソー ド

と、それ を語 る父 親 と聞 く子 どもた ち、 とい う枠構 造 によって 、作 中物 語 に対 す る批 判的 な視野 を組

み 込ん だ、 「完成 した教養 のモ デル 」で あった。Vgt佐 藤 茂樹 『ドイツ児 童書 の社会 史 ほ らばな

しはいか に して啓 蒙の時代 を生 き延び たか』 明石 書店2013年 、226頁 。
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に な っ て読 ん で い た本 を取 り上 げ、代 わ りに 「カ ンペ の 子 ども文 庫(Kampe'sKinderbibliothek)」

を手 渡す 。(Ebd.)フ リー ドリヒは 、豆 の植 え方 や 、 純真 な子 ど もの親 へ の 愛 とい った 、型 どお

りの 知識 が つ め込 まれ た これ らの本 を 「教 育 工場(padagogisch[e]Fabhk)」 と名 づ け 、そ の 時 の

自 らの心 塊 を 「無 味 乾燥 で 打 ち ひ しが れ た状 態(mein[e]prosaisch[e]Niedergeschlagenheit)」 で あ

っ た と否 定 的 に述 懐 して い る。(Ebd.)ア イ ヒェ ン ドル フ 自身 好 ん で読 んで い た で あ ろ う 『新 ロ

ビ ン ソン』 の 作者 で あ るカ ンペ の本 が 、 なぜ こ こで は批 判 的 に捉 え られ て い る のだ ろ うか。

そ もそ もル ソー の 「自然 状 態 」 に つ い て懐 疑 的 で あ っ た アイ ヒェ ン ドル フ は、 ル ソー の思 想

の 影 響 を 受 け て ヨハ ン ・ベ ル ンハ ル ト ・バ ー ゼ ドウが 設 立 した 教 育 施 設 で あ る 「汎 愛 学 舎

(Philanthropinum)」22も 批 判 対象 と見 な す 。彼 に とっ て汎 愛 学 舎 の教 育 法 は 自由 を標 榜 しつつ

も、 そ の実 、 「子 ども」 た ち を野 放 しに して精 神 基盤 の確 立 を妨 げ る もの で あ っ た。(HKAV/4,

130)ま さにそ の 汎 愛 学舎 の一 員 で あ っ た カ ンペ に つ い て は、 「教 養 の あ る人 々の た め に現 実 主

義 を 用意 した 」 「飼 い な ら され た俗 物(einzahmerPhilister)」 と見 な し、(ebd.)さ らに は 「花 咲

く庭 をす べ て 掘 り返 し、隆起 す べ て を平 らに す る 、実 利 的 な 現実 主 義 の 鋤(de[r]alleBlumeng飢en

umackemd[e]undalleH6hennivellierend[e]PnugdesmateriellenRealismus)」 を持 つ 人 物 と も表 現 し

て い る。(HKAVIIレ2,186)つ ま り、先 に 挙 げ たカ ンペ の 「子 ど も文 庫 」 が ア イ ヒ ェ ン ドル フの

批判 対象 とな っ て い る要 因 は 、それ らが 「『工 場 制度 』 の経 済 的 原 理 に従 って 大 量 に生 産 ・販 売

され る 」 こ とで 「子 ども」 を啓 蒙 し よ う とす る 「手段 化 され た 書 物 」 と捉 え られ て い た こ とに

あ るの だ。23

こ う した、 社 会 が 「子 ども」 に対 して強 制 す る こ とにつ い て の ア イ ヒェ ン ドル フ の批 判 的 見

解 は 、別 の箇 所 に も あ らわれ てい る。19世 紀 当時 、特 に 中流 階級 の少 女 た ち は学 校 へ 行 き 、読

み 書 き 、 そ して 後 々結 婚 を して 家庭 に入 る こ とを想 定 して 、家 政 を学 ぶ こ とが 多 か っ た。24少

女 た ち が学 校 とい う施 設 の も と、 一律 に 同 じこ とを 学ぶ シ ステ ム を ア イ ヒェ ン ドル フ が あ ま り

よ く思 って い な か っ た こ とは 、『予感 と現在 』 の な か で も 明確 に示 され て い る。 た とえ ば 、第7

章 で 、A伯 爵夫 人 が、 姪 で あ るユ ー リエ嬢 に関 して 、社 交 を 身 につ け させ るた め に王 室 の教 育

施 設 に入 れ て お けば よか っ た と愚痴 を こぼ した の に 対 して 、 フ リー ドリ ヒは以 下 の よ うに反 論

す る。

わた しの考えでは、と叔母にフ リー ドリヒは答 えた、若いお嬢 さん方には他な らぬ田舎暮

らしこそが役 に立つ と思います よ。かの有名 な学校では、虚栄心 と救いよ うのない模倣癖

221784年 に ドイ ツ の デ ッ サ ウ に設 立 され た
。

23久 保 田
、57頁 。

24VgtMa
ye墓Chris廿ne:DieAn伽geeinerinstitutionalisiertenMadchenerziehunganderWendevom18.川m

l9.Jahrhundert.hl:Kleinau,Elke/Opitz,Claudia(Hrsg.):σ ε56乃た玩θ68r1脆 比1c舵η一㍑η4Ezα 麗 肋 ∫14槻gβ41'

施 〃3ル〃'舵1α1'8酌虚 ㍑rオ承1伽 朋gFrankfUrta.M./NewYbrkl996,S.373-392.
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によって、少女たちが持つ子 どもらしい性質 は、ただ一般化 され 、台無 しになって しま う

のです。あわれな魂 は何 にで もあてはま る一つ の型に押 し込 められて、最 終的 に空っぽの

型だけが残 るまで、 しつけ られ、変え られつづ けるのです。(HKAIII,74)

ここで学校教育は、 とりわけ 「子 ども」に近い存在 と見なされていた女性 にとって、一つ の

型 を押 しつける有害な もの として位置づけ られ てい る。 教養 、社交、行儀作法 などが画一的に

教 え込まれ、それが 「子 ども」た ちの多様性 に限界 を設 けるこ と、精神 的な成長 を阻むかも し

れない ことに対 して、フ リー ドリヒは苦言を呈 してい るのである。

もちろんこ うした反発 は、学校教育に対 して向けられ るのみにとどま らない。「子 ども」が何

か を強要 され ることで成 した物 事に対 して、彼 は反発せ ざるを得ないのだ。第12章 に登場する、

タンバ リンを叩きなが ら上手に歌い踊 る少女は、周 りの大人か ら称賛を浴び る。しか しなが ら、

フ リー ドリヒは、 この ようなことを娘に させ る親やそれを無批判 に受け入れ る周囲 に対 して、

静かな怒 りを抱いている。

ただフ リー ドリヒだけは じっ と黙 っていた。少女がモ ダンな少年 の服装を してい ることか

らして我慢な らなかったが、何よ りも忌まわ しかったのは、無垢 な子 どもたちを虚栄 心か

らしつ けて しま う、その罪深いや り方であった。む しろ彼はこの美 しい小 さな踊 り子 には

深 い同情 をおぼえた。その後 、この神 童が人々のあいだ に入って行 き、いろいろな ところ

で実際の年齢をはるかに超えた賢さを示す ように、完壁なフランス語で小生意気に答 え、

総 じてぶ しつけな言動で も天 才だ とほめそや されていた時、フ リー ドリヒの怒 りと他 の人

たちの称賛はいっそ う増 したのだ った。(HKAIII,142)

で きないはず のことができる 「子 ども」に驚 き、称賛する周 りの大人 たちは、あ る意味 「子

ども」か ら離れた立 ち位 置にお り、 自分たち とは異なる存在 として 「子 ども」 を位置づけてい

るか らこそ、手放 しで褒 めることができるのだ。そ して、親 は 「子 ども」を社交 に慣れ させ る

た めに、教育す ると同時に、 自ら手掛けた作品としての 「子 ども」を周 囲の人 々に見せび らか

す。受動的に 「子 ども」が身 につ けさせ られ た能力 を、フ リー ドリヒが快 く捉 えていないこ と

は上記の引用か らも明 らかであるが、さらに、お のれの感情 を否定 され、何 かを強制 され た 「子

ども」の哀れ な末路が、以下の箇所において顕著 にあらわ され てい る。 ア ヒム ・フォ ン ・アル

ニムの 『ドロー レス伯爵夫人の罪 と蹟い(80加14槻4飾 挽4θアσr繊ηDolo君ε3)』(1810)に 関す

る意見を交わ し合 っていた際、フ リー ドリヒは 「文学の扱 い方 はさっぱ り知 らないが、文学 そ

の ものにはなかなか理解 力があるらしい」男 から、彼 がいかに して 自分の子 どもたちに接 して

きたか、そ してその後 どのように して文学のカ を知 るようになったのかについての話 を聞 く。

一11一



この男 はフ リー ドリヒに向かって、いか に、かの小説 〔『ドロー レス伯爵夫人の罪 と瞭 い』〕

によって、彼 の人生が奇妙 に変化 したのか を話 した。田舎で、もっぱ ら倹約す るように育

て られた彼は、本当に幼い頃か ら読書に関心 を抱いたこ ともなかった し、とりわけポエ ジ

ーに関す るすべて を無駄 な暇つぶ しであると見な して、一種の嫌悪感を抱 いていたほ どで

あった。反対 に、彼の子 どもたちは、繊細な年 頃から詩作 と芸術 に対 して抑 えがたい愛着

と才能 を示 していた。彼 らを思い とどまらせてきちん とした農業経営者 に させ ようと父親

が とったあ らゆる手段は、全 く役に立たなかった。それ どころか長男は家を去 り、父親 の

意 に反 して画家 にな った。(HKAIII,155)〔 括弧 内は引用者 による〕

父親の強制か ら逃げ出 し、自ら芸術の道 を歩む ことに した息子は しか し、結局無力なままで

あ ることが語 られ る。彼 の息子は奔放な女性 と結婚 した後 、情熱のや り場 を失い、 自らの感情

に翻弄 された あげ くに、失踪 して しま うのだ。わが子のそ うした情熱 と末路 を、父親 は文学 を

とお しては じめて理解す るにいた り、それ以降、彼は文学や芸術に対 して深い理解 を示す よ う

になったのだ とい う。 フ リー ドリヒはその話 に感動 しつつ も、男の顔 のなかに 「ただ一つ の奇

妙に暗い表情(ein[]einzig[er]sonderbardunkl[er]Zug)」 が浮かんでいることに気づ き、それが 「不

幸のよ うに見え」て戦懐する。(HKAIII,157)つ ま り、 「子 ども」 とい う時期 に書物に親 しむ機

会 を逸 して しまった この父親が、真 に文学 を理解 し、そこからカを得るこ とは困難である とい

うことが暗に示 され てい るのだ。

以上のこ とか ら導き出 され る、作中においておそ らくはフ リー ドリヒの視線を とお してアイ

ヒェン ドル フが 「子 ども」 に求めているこ ととは何か。 それ は、 「子 ども」でい られる期 間に、

何者 か らの強制 も受けず に、自由な想像力 を培いそ して さらに解放するために、物語 を読む姿

勢だ とい うことができるだろ う。

3.形 骸化す る 「子 ども時代」 と、それ に縄 る 「子 ども」た ちの運命

さて、ここまで 「子 ども」 を一っの型 に押 し込めず、できれば 自発 的に書物の世界に触れ さ

せ ることで、想像力をはばたかせ る必要性 が記 されていることを読み取ったが、それでは、書

物 と触れ合 う機会 さえ得 られれば、すべての 「子 ども」は等 しく、世界を新 しく見る力を開花

させるこ とがで きるのだろ うか。答えは否 であ り、本作中では実 り豊かな読書体験を持たず、

遠 ざかる 「子 ども時代」の面影 に無意識 の うちに縄 らざるを得ない 「子 ども」た ちの運命 も同

時に描き出されてい る。 そのなかで も、本章では、 ローザ とロマーナ とい う二人の女性 に焦点

をあて、彼女た ちが、〈自発的読書〉による世界の再構築 を行 うことをしないモデル として提示

されていることを考察 してい く。そ して、その ような彼女 たちの姿を追 うことで、アイ ヒェン

ドルフが、楽観的に 「子 ども」 に対 して一律 に希望を抱いていたわけでない ことが明 らかにな
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るだ ろ う。

3.1.イ ーダのメル ビェン とローザ

『予感 と現在』 は、主人公 フ リー ドリヒと謎 めいた美女 ローザ の船上での出会い には じま り、

最終場面では、精神的成長を遂 げ、宗教の世界 に生 きる決心を した前者 を 目に して、神へ の信

心 を持たず奔放 に生 きた結果 、世界か ら取 り残 された後者 が失神す る、 とい う両者の決裂 が描

かれ る。つま り、 フ リー ドリヒとローザは互い に高め合 う関係性 を築 くのではなく、 どこまで

も対であ りつづ ける。 自発 的読書 をとお して 自己創造のカを身 につけ、現実社会の荒波のなか

で も揺 るがぬ地盤 を形成 してきたのが フリー ドリヒだ とする と、反対に、ローザ は現実を刹那

的に生きる人物 として描かれている。

彼女につ いて言及す るためには、まず第5章 に挿入 され てい る、イーダのメル ビェンを考察

しな ければな らない。職業詩人 ファーバーが即興で語 り聞かせ る、 この創 作メル ヒェンの概要

は以下の とお りである。

森の奥深 くにある古城 に住む敬度な騎士の一人娘イーダは、非常に高慢 でかつ即物的思考 の

持 ち主であった。世界の不思議 な現象をいっ さい信 じる ことを しない彼 女は、城市の司令官 が

よく話 して聞かせ た 「水の男(W註sse㎜am)」 の話す ら笑い飛 ばしていた。そんな彼女に、父親

は遺言を残す。「高潔な伴侶 を見つけるまで、誠実に指輪 を身につけてお くように」と。(HKAIII,

41)イ ーダの女系家族が代々身 につけてきた不思議な指輪は、持 ち主の心の清澄 さをあ らわす

代物であった。父親の最期の言葉 に急に恐れ を抱いたイーダであったが、現実 での贅をつ くし

た生活に抗 えるはず もな く、結局欲望のままに生 きて大人になった。 しか し、ある時指輪 が黒

く変色 してい ることに気づき、またかの恐れに苛 まれた彼女 は、指輪を川 に投げ捨てて しま う。

その後、見知 らぬ騎士がイーダに求婚 しにやって来 るのだが、彼の正体 は、イーダが 「子 ども」

の頃 に笑いものに していた 「水 の男」であ り、最終的にイーダは彼に よって命 を奪われて しま

う。

ここで特 に 目をひ くのが、 「水 の男」とい うモ チー フである。ハイン リヒ ・フォ ン ・クライス

トの 『水の男 とセイ レー ン(肱 ∬θr〃2伽θ矧 η48惚 ηθη)』(1811)の よ うに、人間の言語 をもち

い ることのない、未知の他者 としての 「水の男」像 とは異な り、アイ ヒェン ドルフの 「水の男」

は、 はじめか ら人間の言語を操 る、あたかもイー ダの無意識 の恐れが生み出 したかの ような存

在 として描 かれ る。それはまるで、フケーの 『ウンディーネ(翫 伽 ε)』(1811)の 登場人物 た

ちの性を逆転 させた メル ビェンの よ うだ。 そもそ も、 ウンディーネの ような、ヨー ロッパ文学

の系譜において多種多様に展 開 された 「水の女(wasserffau)」 モチー フは、古代 ギ リシア神話

に端 を発 し、 ドイ ツ文学では創作 メル ビェンにおいて非現実空 間を創 出す るためにもちい られ
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た。25イ ー ダの メル ヒェンに登場する 「水の男」が、こ うした文学史上の伝統的 「水の女」モ

チーフを継承 してい るとす ると、逆に、現実世界の体現者 としてのイーダの姿が より顕著 に浮

き彫 りになる。彼女は周 囲が 「子 ども」に期待す る以上に聡明であるが、そ の関心は 「世俗の

こと(dieweltlicheDinge)」(ebd.)だ けに向け られてお り、現実的な側面か らしか物事を見るこ

とができない。イーダは父親の ように 「奇跡(Wunder)」(ebd.)を 信 じる心を持たず 、本 も 「読

む」のではなく、聖人の顔 に大 きな 口髭 を 「描 く」ために開くもの となる。つま り、彼女 にと

って、書物 は想像力を ともなって何かを生み 出すためのもので はな く、そこに書かれたものに

ただ上塗 りす るだけの道具 になって しまってい るのである。 この ようなイー ダが、 自ら軽 ん じ

ていた不 可思議 な現象の うちの一つである 「水の男」によって命を落 とす ことになる、 とい う

結末は、読書 とい う行為 によって世界を再構築す ることができない 「子 ども」がた どる、不幸

な運命 を暗示 しているのだろ う。

ところで、そ もそも一体何 のた めにイー ダのメル ヒェ ンは挿入 され ているのだろ うか?18

世紀 ドイ ツ文学 における 「子 ども」のモチー フについて研究 したディーター ・リヒターによれ

ば、アイ ヒェン ドルフ と同時代に生きた、ホフマ ンやブ レンター ノ、ティー クや フケーのメル

ヒェンは、精神的な 「子 どもらしさ」に うったえかけるものであ り、「メル ヒェンは子 ども時代

の物語」として理解 されるよ うになってい った とい う。26こ のことを顧慮す ると、『予感 と現在』

の枠構造 内で語 られ るイー ダの メル ビェンは、誰かの精神 に共鳴 しているのではないか、 とい

う推測が生まれ る。フ リー ドリヒがメル ヒェンで語 られ るイー ダの姿に奔放 な美女 ローザ の姿

を重ね合 わせてい ることや 、メル ビェンが語 られているあいだ にたびたび、ローザがイー ダの

行動に共感 を示 して笑った り、結末まで聞き終 えるとめず らしく黙 して心ここにあ らぬ状態 に

な る姿が描写 され るのは、その ことに対す る答 えとなるだろ う。すなわち、イーダの姿をロー

ザに重な り合 うもの として捉 えることが可能 にな る。 そ うす ると、詩 人ファーバーがメル ヒェ

ンを語 りはじめる際にローザが発 した 「韻文だ と半分 しかわか らない」(HKAIII,39)と い う台

詞か らは、イー ダと同 じよ うに、 ローザ と書物 との関係性 の希薄 さが浮 き彫 りになるのだ。つ

ま り、彼女 は自らの世界 を構築す るすべを持 ってお らず 、型か ら抜け出ることができない運命

にある ことが暗 に示 され てい るのである。イーダが不幸な運命で終わったよ うに、そこに重ね

合わ され た自己か ら、ローザ も逃れ ることができないのだ。フリー ドリヒに好意 を抱きつつも、

彼の もとか ら離れた ローザ は、皇太子 と結婚 し 「彼女の最大の 目標 であった、世俗 の華美 と栄

誉(ihrh6chstesZiel,dieweltlichePrachtundHerrlichkeit)」(HKAIII,273)を 手に入れた。しか し、

それはやがて食 らいつ くされ る 「世俗 の餌(WeltfU杭er)」 にす ぎず、兄である レオ ンテ ィンが予

25VgL小 黒 康 正 『水 の 女 トポ ス へ の 船 路 』 九 州 大 学 出 版 会2012年
、35～36頁 。

26RichteちDieter:Dα5プ 地溺68K∫ ηdZ㍑rE鷹3'θ 加 ηg48rK加 励 θ'孟3わ銘4θr4θ5わ〃κgθ〃た舵 ηZ8磁1'θ 鳳FrankfUrta
.

M.1987,S.248.
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言 した よ うに、彼 女 が 「死 の花 嫁(eineTodesbraut)」(HKAIII,63)と して 、 そ の後 は現 実社 会

に残 され 、形 骸 化 してい く運命 を た ど るの は 、決 して 偶然 で はな い の で あ る。

3.2.「子 ども時代」の庭 に とらわれるロマーナ

上述の ローザ と似た ような例 として、 これ また魅惑的な未 亡人であるロマーナ を挙げるこ と

がで きる。 ロマーナは、 ローザを溺愛する と同時 にフリー ドリヒにも執着す る人物である。彼

女が語 る、 自身 の 「子 ども時代」の思い出は、本稿前節 で考察 したイーダのメル ヒェン といく

つかの類似点 を見出す ことができるものである。

幼い ロマーナ は、庭園か ら外へ出てはいけない とい う母親 との約束を破 り、森へ と足を踏み

入れ る。そ してそ こで出会った若者に心惹かれ 、別れの際に 自分の指輪を渡す。次の春、再び

ロマーナの前 に姿 をあらわ した若者は、川 をはさんだ向かいの丘か ら指輪をこちらに示 し、こ

ちらへ向かってくるが、その途 中で川へ と転落 して しまったのだ った。 それ以降、 ロマーナは

彼がその時に差 し出 した指輪 の輝 きか ら逃れ ることができない、とい うのである。不思議 なカ

を有す る指輪や川、そ して求婚者の存在 とそれ にまつわる死 な どは、イーダのメル ビェン と重

な る要素であるが、 ロマーナ がイーダの ように周囲 を見下す よ うな 「子 ども」 と しては描 かれ

ていないことは以下の引用部分か らわか る。

母が死 ぬ前 日、その時にはも うす でに、ときどきわけのわか らない ことを 口走 るようにな

っていたのだけれ ど、そのこ とを思い出 してぼんや りした感 じで、わた しにい うの よ。庭

か ら出て行 ってはいけない よ!こ の庭は敬虞 で、バ ラとユ リとローズマ リー の垣根 でか

わい らしく囲まれ てい るで しょう。太陽が愛 らしくその うえに輝いて、光輝 く子 どもたち

が遠 くか らお前を見ていて、あそこの花壇のあいだ を一緒に散歩 したがってい るんだよ。

なぜ な らお前は他 の子 どもたちよ り神 さまの恵みを受 けて、神 々 しく輝 か しい美 を見渡す

ことができるか ら。よく、心楽 しく大胆になろ うとするか ら。翼 を持 とうとす るか ら。だ

か ら、お願いだよ、決 して この静かな庭 から出て行 かないでお くれ!っ てね。(HKAIII,

134)

「子 ども時代」の ロマーナは、イー ダとは異 な り、好ま しい 「子 ども」と して描 写 されている。

とはいえ、神の恩恵を受 けたこの 「子 ども」の背後 には、外 の世界へ と興 味を示す現実的な 「子

ども」の姿も垣間見える。ローザに重ね合わせ ることができたイーダのメル ビェンでは父親 が、

そ して ロマーナ の思い出では母親が、 「子 ども」 たちに遺言 を残す。 「子 ども」 であった ロマー

ナ もいいつけを破 り、守 られ た永遠の庭か ら出て行 き、行 き先 のわか らぬ人生 の流れに身 を任

せ ることにす るので ある。 そ して、最終的に、静ま らぬ 自身 の激情に身をやつ した彼女は、 自
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害 して しま う。第19章 の、ロマーナが最期を迎 える古い城塞は、彼女が 「子 ども」であった頃

に過ご した庭のイメー ジとは正反対 に、 「荒れ野のなかで半壊 した(mitteninderWildnis,halb

verfallen)」空間 として姿をあ らわす。(HKAHI,246)こ の凄惨 な対比は、「子 ども」であるこ と

の楽園性 を強調す る と同時に、そ こか らの逃亡に対する罰 としても捉 えることがで きるだろ う。

とはいえ、前章で見た、「子 ども」の抑圧 に対するアイ ヒェン ドル フの反発 を踏 まえて考える

と、親 のいいつ けを破 るロマーナの姿は、まさにアイ ヒェン ドルフが志 向 した、 自主性 を持 っ

た 「子 ども」 として描 かれ てい る、 と考えることも可能 だ。で はなぜ 、そのよ うな 「子 ども」

が、幸福ではない末路を迎 えな ければならないのだろ うか。それは、結局彼女が 「子 ども時代」

を再構築す ることができず 、形骸化 した過去の世界か ら完全 に抜け出せ ない ことに起因す る。

つま り、ロマーナ も、先 に見た ローザのよ うに、書物のなかに書かれた物事 を自己の内部 に取

り込み、そこか ら新たに創造す るカを持 たない存在 として描かれているのだ。確かに、ロマー

ナはシェイクスピアをた しなむ ような、一見す ると学識 のある女性であるよ うに思われる。 し

か しながら、「彼女 はあま りにもすべてを簡単に(etwasganzzuleicht)扱 いす ぎる」(HKAIII,168)

きらいがある、 とい う作 中にお けるフ ァーバーの言を信頼すれば、や は り彼女は、アイヒェン

ドルフが提示 した ような 自己創造 としての読書 を身につ けていた とは考 えがたい。 ロマーナの

精神 的土台の脆 さは、詩作 をす るも、す ぐにそれが偽 りだ と思 って しまい、先へ と進 むことが

できない様子 にも如実にあらわれている。最終的に ロマーナが 「自分の存在全体が嘘にまみれ

ていること(d[ie]LUgenha甜gkeitihresganzenWesens)」(HKAIII,205)を 自覚す ることは、 自分

の意志で 「子 ども時代」から脱出 した、 とい うこと自体 の虚構性を示 してい る。つま り、書物

を読み 自ら内面世界を創造す るすべを持 たない彼女は、結局、庭か ら出て行 かないよ うに、と

い う呪縛 のよ うな母親 の懇願 に心を縛 りつ けられ、無意識 の うちにその軌条 の うえを歩いて し

まっていたのだ。

そ して、愛す るフリー ドリヒの域まで達す ることができない とい う自らの限界を知 り、この

ままだ と永遠 に同 じところを循環するだけで あることを悟 った ロマーナは、 自らの命 を断 ち切

ることを選ぶ。彼女の最期の場面は次 のように語 られ る。 「異端 の魂の支配 を脱 したいま、彼女

の疲 れた肉体は、美 しく鞭 な(schδnund食o㎜)様 子で横たわっていた。 フ リー ドリヒは彼

女のそばにひ ざまずいて、彼女のために心か ら祈 りを捧げた」と。(HKAIII,248)「 子 ども時代」

か ら脱 しきることができず、偽 りで時の流れ を上塗 りしながら生きてきたロマーナは、死 によ

って現実を離れ、ま るで 「子 ども時代」の姿 と重な るよ うな 「美 しく敬度 な」姿の面影 だけを

そ こに残 したのである。

「子 ども時代」は根源的体験 の時空間であるが、人はそ こに永遠 にとどま りつづ ける ことはで

きず、現 実の時の流れか ら逃れ ることができない。遠 の く 「子 ども時代 」の世界を恒 常的 に輝

かせるためには、豊かな想像力を有す る 「子 ども」の時期 か ら、 〈自発的読書 〉 を とお して、
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外的世界である自然 を自己の内面 とリンク させ 、そのなかに隠 された美を見出す力 を養成す る

必要があった。 しか し、 自発 的読書 をしない者 は結局、時の流れ のなかで風化 してい く、ある

意味 く偽 りの子 ども時代〉に縄 りつ くしかない。その ような世界 にとらわれ た者の運命は、ロ

ーザや ロマーナ の例 に見たよ うに、不幸なものとして描 かれ てお り、そ こに、生来備 わる世界

を再構築する力 を発揮するこ とができない 「子 ども」の存在 も視野に入れている点 に、アイ ヒ

ェン ドルフが 「子 ども」の力 を絶対視するこ とから、ある程度 の距離をおいていた ことがわか

るのである。27

4.不 思議な 「子 ども」エル ヴィン

ところで、本作でアイ ヒェン ドルフが提示す る、現実の時の流れにおいて 「子 ども時代 」の

記憶、世界観 を保持 しつづけることができるか、といった視点 は、読書に関連す るものだけで

はない。本 章では視点 を変えて、読書 とい う媒介な しに語 りかけて くる 「子 ども時代」の記憶

について考察 してい く。

4.1.ミ ニ ョン とエ ル ヴィ ン にお け る類 似 と差 異

フ リー ドリヒの 「子 ども時 代 」とい う言葉 が は じめ て本 作 中で あ らわれ るの は 、第4章 終盤 、

彼 が 眠 る直前 に外 か ら響 い て きた 歌 声 を 聞 く場 面 で あ る。 そ の歌 は 「子 ども の頃 には よ く耳 に

して い た が 、それ 以来 一 度 も 出会 わ な か っ た、古 くて 素 朴 な メ ロデ ィー(einealteeinfacheMelodie,

dieerinseinerKindheitsehro食,undseitdemniemalswiedergeh6rthatte)」(HKAIII,36)で あ り、 こ

の 瞬 間 以 降、本 作 に はフ リー ドリヒが 「子 ど も時代 」 を 回想 す る場 面 や 、 「子 ど も」 と読 書 につ

い て の 見解 を述 べ る場 面 が散 見 され る よ うに な る。 この 契機 とな る歌 声 の 主 は誰 だ っ た の だ ろ

うか。 そ れ は 、『予感 と現 在 』 の登 場 人 物 の なか で も、特 に 異質 な存 在 と して 目をひ く、エル ヴ

ィ ン とい う 「子 ど も」 で あ る。28エ ル ヴィ ン は、 少年 の よ うな 少 女 で あ り、 歌 を歌 い 、激 情 と

清 らか さを折 々 に垣 間 見 せ 、 そ して 最 後 に は フ リー ドリ ヒへ の恋 心 を 自覚 して 、発 作 を お こ し

27こ こで さらに補足す れば
、 自らを守 り、上昇 させ る想 像力 を書物 か ら身 にっ ける ことがで きない者

と して女性 ばか りが挙 げ られ るのは 、アイ ヒェ ン ドル フが本作 を執筆 してい た時代 の状況 を反映 して

い るだ ろ う。 「お とな しい ・弱々 しい ・感情 的な女性 像」が 「自然」 と見 な され 、その よ うな女性 の言

葉 が 「素朴 な美 」として捉 え られて いた18世 紀後 半 におい て、ル ソーは女性 が読書 をす る ことに嫌 悪

を示 して いた し、ヘル ダー も表 面上 はル ソー に反す る態度 を と りなが らも、 「女性 の学識 」 を拒 絶 し、

女 陛が読書 に勤 しむの を奨 励 しつつ も、創 作はす べ きではない と表 明 してい た。Vgl.川 島隆 「初期 ヘ

ル ダーにお け るジェ ンダー と教 育 ドイ ツ国民意識形 成 との関連 で」:日 本ヘル ダー学 会 『ヘル ダー

研 究』第15号(2009年)、59～79頁 所収 。『予感 と現在』 におい て、読書 との 関連性 が薄い ローザ と、

読書 よ りも創 作 に勤 しむ ロマ ーナが 、 ともに不幸 な運命 をた どる ことは、意識 的で あれ無意 識的 であ

れ 、上記 の時代背 景に対す るアイ ヒェン ドル フの反発 として捉 えるこ とが でき る。
28エ ル ヴィンは作 中で少 年 と して描 かれ てい るが

、その死後 に なって実 際は少女(エ ル ヴィーネ)で

あった こ とが明 か され る。 よって、本稿 ではエル ヴィンに 関 して 「彼 女」 と表記す る。
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てその短 い生 を終え る。 その姿は、ゲーテの 『ヴィルヘル ム ・マイスターの修業時代 』にお け

るミニ ョンを彷彿 とさせ るものがあ り、実際 に、アイ ヒェン ドルフの詩作仲 間であったオッ ト

ー ・ハイ ンリヒ ・フォン ・レーベ ンは、『予感 と現在』に関す る詳細 な感想を書いた手紙のなか

で、エル ヴィンが ミニ ョンの焼き直 しであるこ とを作者に指摘 してい るし、29ア イ ヒェン ドル

フ自身もそれ を認めている。 しか し、本 当にエル ヴィンは、ただ ミニ ョン像 を模倣 した存在 に

すぎないのだろ うか?

『ヴィルヘルム ・マイスター』で、 ヴィルヘルムが ミニ ョンを引き取 った要因 としては、 「謎

めいた存在」で あるミニ ョンに対する興 味 と同時に、サー カス団の過酷 な環境か ら彼 女を救い

たい とい うヴィルヘルムの同情 を挙げるこ とができ る。 さらに、 ヴィルヘル ムの 「父親願望」

とミニ ョンの 「家族願望」30が 一致 し、そ こに竪琴弾 きの老人 が加わ ることで、彼 らのあいだ

で疑似家族が形成 される。 しか し、やがて ミニ ョンが ヴィルヘルムに恋 心を抱いた ことで、父

と娘 とい う関係性が主従 関係へ と転換 し、さらに彼の本 当の息子であるフェー リクス と、母親

的役割 を果たすナター リエが、 ヴィルヘルムのも とに加わ り 「きちん とした」31関 係が築かれ

た ことによ り、 ミニ ョンはそ こか らは じきだされて しま う。デ ィーター ・リヒターによれ ば、

最終的に死 とい う形で 「異質な」存在 のまま退場 させ られ て しま うミニ ョンは、 ヴィルヘル ム

の 自己形成過程の途上 における犠牲者なのだ とい う。32

では、『予感 と現在 』にお ける、エル ヴィンの場合は どうであろ うか。結論 を先取 りす る と、

エル ヴィン とミニ ョンは、複雑な出生事情や、異国風 の服装な どといった外見上の記 号的類似

以外 は、大 きく異 なる存在 といって よい。

フ リー ドリヒが宿泊のために訪れた水車小屋では じめて 目にするエル ヴィンは、まず 「女性

(einFrauenzimmer)」(HKAIII,14)と 表現 され、灯火 のもとで 「若 く美 しい少女の面影(einjunges

undsch6nesMadchengesicht)」(HKAIII,15)が 垣間見える、 と描写 され る。フ リー ドリヒは 「繊

細な年 頃の若者(zart[e]Jugend)」 であるはずのエル ヴィンが、みす ぼらしく肌蹴た格好を して

い ることに対 して密かに怒 りを抱 くが、おび えた様子の彼女 に気づ くと 「おやすみ、愛 しい子

よ(Gehschla飴n,liebesKind)」 とま るで親 のよ うに声 をかけ、「子 ども」として扱 うのだ。(Ebd.)

この言葉 を受 けたエル ヴィンは 「ああ、そんな!」 とつぶや き、ため らいなが ら部屋 を出てい

く。(Ebd.)こ の時に彼女が震えていたのは、後 に野盗が押 し入ることがわかっていた こともあ

るだろ うが、それ と同時に、庇護 されるべ き 「子 ども」 として扱われたこ とへの深い感動 がと

29『予感 と現在 』の 草稿 を読 んだ レーベ ンは
、1814年10月20日 イ寸の手紙 のなかで 「エル ヴィンは ミ

ニ ョンに あて はま るの だ ろ うが、 ミニ ョン ほ ど興 味 をひ く人 物 では ない 」 との感 想 を述 べ てい る。

(HKAXIII,60)
30RichterちS

.30.
31Ebd .,S.32.
32Ebd

.
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もなっていた とも捉 えられ るだろ う。つま り、エル ヴィンとい う 「子 ども」は、フ リー ドリヒ

が先 の台詞を彼女 に投げか けた時に、新たに誕 生 したのだ。そ して、幼い子 どもが親 に縄 りつ

くよ うに、エル ヴィンもまたフ リー ドリヒを慕 うよ うにな る。 フ リー ドリヒが野盗 に襲撃 され

て気 を失 うのを境 として、エル ヴィンは少年の服装 に身 をつつむのだが、 このこ とは、 ミニ ョ

ン像 の模倣である と同時 に、過去 と決別 し新 しい人生 を歩 もうとす るエル ヴィンの意志のあ ら

われ として も捉 えることができるだろ う。 目を覚ま した フ リー ドリヒに素性 を聞かれ ると、両

親 がいない こと、仕事 を探 して放浪 してい る旨を伝 え、 フリー ドリヒのそばにい られ るよ うに

自ら行動 してい ることは ミニ ョンとは異 なる点である。

また、『ヴィルヘル ム ・マイス ター』において理想の家族像を形成 していた、ヴィルヘルム と

ミニ ョンと竪琴弾 きとい う三人の関係性 は、『予感 と現在』では実現 しない。エル ヴィンが実は

フ リー ドリヒの実兄ル ドル フの娘 であった ことが判 明す るのは、彼女の死後であ り、それまで

のフ リー ドリヒとエル ヴィンの関係 は、表面上はあくまで も主従 関係であ る。 だが、強いて竪

琴弾 きの役割を、本作 にあてはめる とす るな らば、エル ヴィンが常に携 えているギターやツィ

ター などの楽器 を挙 げることができるだ ろう。 これ らの楽器に よって奏で られる音 と、彼女の

歌声が混 ざ り合 って流れ 出す音楽 は、 フ リー ドリヒの 「子 ども時代」 の記憶 と重な り、両者間

に現実以上の内的な結びつきが存在す ることを示唆す るのである。

4.2.エ ル ヴィン と、 フリー ドリヒの 「子 ども時代」

エル ヴィンとフ リー ドリヒの内面が、奥深い ところでつなが りを有 しているこ とは、エル ヴ

ィンがその死の直前 、発作に苦 しみ なが らも美 しい顔 を崩 さずに、フ リー ドリヒに心情 を吐露

す る、以下の場面 に顕著である。

深 くて広 くてバ ラのよ うに赤い海 だった。ぼ くは海 の底でずっ と、あなたが高い山々を越

えて行 くのを見ていた。ぼ くが知っていた、いちばん良い古い歌をたくさん歌った けれ ど、

あなたはも う思い出 して はくれなかった。ぼ くにはあなたを追いかけてっかまえることが

で きなかった。海のずっ と深 くに老人 が立 っていた。その 目がぼくはとて もこわか った。

とき どきあなたはぼ くのほ うを向いて休息 した。そんな時、ぼ くは静かにあなたの前に座

って、何 百年間 もあなたを見つめていた。ああ、ぼ くはこんなにもあなたの ことが好 きだ

った、好 きだったんだ!人 々はみんなぼくの ことを気違いだ といっていた。 それ はちゃ

ん と聞こえていた し、外で時計が時 を打っ音 も、世界がきちん と進 んで、ガラスのなかを

とお るよ うに鳴 り響 くのもちゃん と聞 こえていた。けれ ど、ぼ くはそ の時のなかへ と入っ

て行 くことはできなかった。(HKAIII,267)〔 強調は原文ママ〕
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この謎 めいた言葉 は、エル ヴィンとフ リー ドリヒのあいだに、主人 と従者 とい う現実の関係

性 を超 えるそれが存在 していることをあ らわ している。「深 くて広 くてバ ラのよ うに赤い海(ein

tie色s,weites,rosenrotesMeer)」は、おそ らくフ リー ドリヒの人生の暗喩であ り、33そ の底 にたた

ずむエル ヴィンは、彼 の精神の深 い ところに棲 ま う存在で ある ことがわか る。彼 女は 「知 って

いた」 「いちばん良い古い歌(diebestenaltenLieder)」 を歌いかけるが、フ リー ドリヒのほ うは

気づ かない。とき どき彼女のほ うを向いて休息するフ リー ドリヒの姿 を、「何百年 間(vielhund飢

Jahre)」も見つめるエル ヴィンの時 の流れは、明 らかにフリー ドリヒの生きる現実 とは異なるも

のである。エル ヴィンは外の世界の様子が見えているにもかかわ らず、 まるで閉 じ込 められた

かのよ うに、外へ出ることができない。海底の、同 じ場所 に立ちつづ け、時の進行 のなかへ と

入 って行 くことができないエル ヴィンには 〈永遠 の子 ども〉 とい う役割が付与 されていること

がわかる。 しか し、ただひたす らにフ リー ドリヒを待 ちつづけ るその姿 は、決 して理想の 「子

ども」像 などではな く、永遠の孤独 のなかに置き去 りにされた、哀れ な存在 としての側面 を強
ヘ へ

く感 じさせ る。エル ヴィンが恐れ る 「老人(der肋 θ)」は、大人 になった者 たちに永遠 に見つけ

られ ることな く、ただの 「古い」もの として取 り残 された 「子 ども時代」の残骸 であろ うか。

これ らの描写は、第5章 にある 「子 ども時代」に関す る語 り手 の おそ らくはアイ ヒェン ド

ル フ自身の 見解に驚 くほど呼応す る。

子 ども時代 の思い出 とい うものは、それ がどん どん深 く、わけがわか らな くなってくれば

くるほ ど、ます ます傷つきやす く、臆病 になってい くものである。そ して、大きくな り、

ず る賢 くなった人々が、子 ども時代の不思議 なお もちゃを見つける方法 を忘れて しま うこ

とを恐れてい るのである。(HKAIII,53)

上記 の引用を、先 ほどのエル ヴィンの最期の台詞 と結びつける とどうであろ うか。 こちらに

向かって呼びかけつづ けてい る 「子 ども」 と、 もはやそれ に気づかない大人。 これ らを考慮す

る と、本作 においてエル ヴィンは、フ リー ドリヒの 「子 ども時代」の記憶そのもの として機 能

していた と捉えるこ とがで きるであろ う。 この告 白をもって して、は じめてエル ヴィンとブリ

ー ドリヒは真 の意味で運遁 を果た したのである
。

そ して、彼女の死をきっかけに、フ リー ドリヒは 自らの過去 と、記憶のなかだけでなく、実

際に対峙す ることになる。彼はエル ヴィンが残 した謎 めいた言葉をたよ りに、 とある場所 を目

33詩 『二人 の若者(1)∫
θzw♂Gε3θ11εη)』(1818)や 、本 作第12章 で ロマー ナが歌 う『さわやか な旅(F廊o加

Eα厩)』 な どに見 られ る よ うに、 アイ ヒェ ン ドル フにおい て人生 は、水 の流れ に翻 弄 され るもの と し

て描か れ る。 ア レクサ ンダー ・フォ ン ・ボルマ ンに よれば 『予感 と現在』 も 「人 生 とい う海へ の若者

の 出 航 」 で は じま る 物 語 で あ る。Vgl.Bo㎜ann,Alexandervon:漁 齢 α10g㍑'鰍 漁 吻 アoθ8∫8朋4

θ〃zわ1θ〃1α'応6乃θFor〃381わ♂。ノ∂3qψγoη五1'c乃θη40げTUbingenl968,S.88.
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指 し、た どりついた先で、行方不明であった実兄のル ドルフ と再会す る。 その際、本作中で、

火事の時に必ず あらわれる と噂されていた、不可思議な存在 である 「白い女」 の正体について

も言及 され、それは フリー ドリヒの 「子 ども時代」回想 で登場 した、少 女アンジェリーナであ

った ことがほのめか され、 さらに、 このアンジェ リーナ とル ドル フの一人娘 こそ、エル ヴィン

であったことが明 らかになるのである。

そ して、フ リー ドリヒのぼや けた過去に鮮 明な輪郭が与え らえると同時に、 ここでは じめて

一個人 としての、すなわちフ リー ドリヒと別個 の存在 としてのエル ヴィン像 が明示 される。エ

ル ヴィンが 口に した 「バラのよ うに赤い海 」 とい う言葉は、フ リー ドリヒとエル ヴィンに流れ

る血のつなが りをあらわ していた ことに気 づかされ るが、それ は同時に、二人 が、現実では決

して結ばれることができず、エル ヴィンはや は りフリー ドリヒのなかの 「子 ども」 として しか

存在できない とい う事実 をわれ われ に突きつけるもので もある。

4.3.現 実 と 「子 ども時代」 のはざまで揺れ るエル ヴィン像

さて、 ここまで、 フリー ドリヒの 「子 ども時代」 を体現す る役割を担 わ されたエル ヴィン像

を見てきたわけだが、 ここで一つの疑問が浮 かび上がる。本稿 ではこれまで、 うつ ろいゆ く現

実のなかで忘れ去 られてい く 「子 ども時代 」の像は考察 してきたが、 もしエル ヴィンが く永遠

の子 ども〉であ り、 「子 ども時代」そのもののなかに取 り残 され た存在であるならば、なぜ彼女

の描写は揺 らぎを有す るものであるのだ ろうか?な ぜ、初期 ロマン派文学な どに顕著であった

超越的存在 として描 かれ なかったのだ ろ うか?

エル ヴィンの死後、その出生 の秘密 が明か され るまで、彼女の言動は周 囲に奇異な もの とし

て映 り、本作 に謎 めいた雰囲気 を創 り出す役 目も果た していた。 自分の過去を話す ことや 、思

い 出す ことす ら厭 う、謎 めいた雰囲気のエル ヴィンについて、フ リー ドリヒのよき理解者 であ

るレオンティンが、「いまはも う誰 も弾 き方 を知 らない昔のすばら しい楽器 であるリュー ト(eine

wunderbareLauteausalterZeit,diejetztniemandmehrzuspielenverstehe)」(HKAIII,33)に なぞ ら

えた ように、彼女 自身は、自らを過去か ら切 り離そ うとしてい るにもかかわ らず 、「昔」と結 び

つ けられ、 どこか浮世離れ した不可思議な存在 と しての印象 が強 められる。 しか し、エル ヴィ

ンに関す る描写 の揺 らぎは、詩的想像力をかきたて る不思議 な 「子 ども」像 の背後か ら、現 実

的側面が否応 なく顔 を出すこ とに起因する。つ ま り、エル ヴィンとい う生身 の、現実に生 きる

「子 ども」の姿が、 フリー ドリヒの 「子 ども時代」 とい う理想像の ヴェール の下か ら透けて見

えるのだ。

フリー ドリヒが初対面のエル ヴィンを従者 として連れていくことを決 断 した きっかけは、お

そ らく両親 のいない孤児である彼女に、憐れみ を感 じたか らであろ う。 作中で宗教への帰依 が
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示 されてい るフ リー ドリヒが、早急 に孤児を引き取 る決断をす るのは不思議 なことではない。34

それでは、なぜエル ヴィンはこれほ どまでに情熱的にフ リー ドリヒに付 き従 うことに したので

あ ろ うか。少年 としてのエル ヴィンが登場す るのは、フ リー ドリヒが野盗 に襲われた後、 目を

覚ま してか らのことであるが、すでに述べ たとお り、彼女 は水車小屋 でみす ぼらしい身な りで

フリー ドリヒを案内 した少女 として登場 していた。フ リー ドリヒの姿を 目に した彼 女は、なぜ

かは じめに 「喜び に満ちた驚 き(ein[]齢udig[es]Erstaunen)」 をあらわすが、彼 を部屋まで案内

す ると 「怖 が りなが ら(血rchtsam)」 見つ めて くる、とい うよ うに、その感情は短い時間に変化

す る。(HKAIII,15)こ の変化 が持つ意味に関 しては、これまで謎 として捉 え られてきたが、35は

じめの喜びは、おそ らく、「水車小屋」とい うア ウ トサイ ダーの場所36に 閉 じ込められていた 「子

ども」に とって、外か らあらわれたフ リー ドリヒが、解放者 として映ったことか ら湧き出た感

情 と捉えることができるだろ う。だか ら、彼女は息が止 まるほどの喜びをあふれ させ たのだ。

しか し、何 も知 らないフ リー ドリヒが彼女 を外へ連れ出す ことはなかったた め、部屋 にた どり

ついた時点で、エル ヴィンの感情は大人 に対す る恐れへ と変化する。状況が変わ るのは、ブ リ

ー ドリヒが彼女 を 「愛 しい子」 と呼びかけた瞬間だ
。 この瞬間 に、エル ヴィンのなかで彼 は庇

護者 として認識 され るにいたった と考えることができる。 そ してその後 、本来であれば守 られ

るべき対象である 「子 ども」の側にいるエル ヴィンのほ うが、(も しか した ら仲間であったかも

しれない)野 盗 に襲撃 され たフリー ドリヒを命がけで守 るために、戦いに身 を投 じる姿には、

閉 じられ た空間か ら脱 出 したい とい う強烈 な意志を見出す ことができる。そ して実際、彼女の

参戦 とその後 の介抱によ り、フリー ドリヒは一命を取 りとめ、エル ヴィンも庇護者を得 て、水

車小屋 を脱出するこ とができたのだ。

このよ うなエル ヴィンの姿は しか し、 どこか ロマーナの姿 を彷彿 とさせ るものではない だろ

うか。 ロマーナ も自らの意志で、それまで縛 りつけ られ ていた場所(も ちろん彼女の場合 は美

しい庭園であったが)か ら出て行ったが、結局偽 りだ らけの人生に耐えることができず 自害 し

て しまった ことは、本稿第3章 ですでに見てきた とお りである。

エル ヴィンも 「本を読む こともまれ であった し、好 きでもなかった」 が、書 くことには執着

を見せ ていた。(HKAIII,193)し か し、彼女の紙片には 「不安にかられた犯罪者の、混乱 した

3419世 紀 当 時
、 孤 児 を 引 き取 り、 庇 護 す るの は 教 会 勢 力 の 管 轄 で あ っ た 。Vgl.Robertson,Priscilla:Das

HeimalsNest:Mittelschichten-KindheitinEuropaimneunzehntenJah士hundert.In:deMause,Lloyd(Hrsg.):

召枷 ∫伽 漉θ痘蜴 εrwゴ ηεη.E∫ηθ燗y盈ogε ηθ'醜乃θσε5磁c乃'ε4θrK加 励 ε菰Frar㎞rta.M.1977,S.565-600,

hierS.565f
35Schuma皿

,S.213.
3616世 紀 ま で

、 死 刑 執 行 補 助 な ど を担 わ され て い た 「粉 挽 き 」 な ど の職 業 は 不 名 誉 な もの と して 見 な

され 、 「水 車 小 屋 」 と い う場 も い か が わ しい も の と して 捉 え られ て い た 。 そ の 風 習 は19世 紀 に い た る

ま で つ づ い て い た と い う。Vgl.Danck頒,Wemer:砺 θ励c舵 加 鷹.D∫8γ θ腔 〃3勲 β8雌.2.Aun.Bern

l979.
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魂の奥深 くか ら出て くるような祈 り」が ところどころに書き記 されていたこ とからも、エル ヴ

ィン自身の 「子 ども時代」は、罪 と恐れに満 ちた、決 して幸福 とはいいがたいものであるこ と

がわか る。 そのよ うなエル ヴィンの精神を安定 させ るために、フ リー ドリヒが宗教について教

えると、彼女 は徐々 に落ち着 いたたたずまいを見せ るようになる。 しか し、これ はあ くまで一

時期の ことであ り、結局、エル ヴィンは精神 的に不安定なまま、後には心身 ともに弱 り、死 に

いた って しま う。 この ことは、彼女の精神基盤 が脆弱であるこ と、そ してそのよ うな土台の う

えには宗教的な要素(こ こではキ リス トの受難物語)す ら根づかない ことを暗に示 している。

エル ヴィン自身決 して 口を割 ろ うとしなかった過去が明 らかに したのは、神秘的 なヴェール で

覆い隠 された美 しい 「子 ども時代」ではな く、周囲のあや しげな環境や人間関係のために罰 を

受 けることにおびえる一人の 「子 ども」の姿であった。

確かに、罪 におび える哀れ な現実の 「子 ども」 としてのエル ヴィンは、フ リー ドリヒとい う

生 きがいを見つ けることはできた。 しか し、彼 との結びつきは相互で同等のものではな く、ブ

リー ドリヒがエル ヴィンに向ける意識的な感情 は、「子 ども」への庇護欲であ る。つま り、庇護

され る存在 としての 「子 ども」でい られる期 間を過 ぎて しまえば、必然的にそれまでの関係 は

(新たな結 びつ きが育たない以上)消 えるこ とにな る。 本作 において 「子 ども期」の脱出の契

機 となるのは、年齢 よりも、本人の性 の認識 と重なって捉え られ てい るように思 われ る。37エ

ル ヴィンが明確 な精神異常をきたすきっかけ となったのは、フ リー ドリヒに好意 を抱 くローザ

とロマーナが、船頭 に扮 して彼 らの前に姿をあらわ した ことだ。二人の女性 に対す る激 しい嫉

妬にか られ たエル ヴィンは、叫び声 をあげた後 、川へ と飛び込み一時行方 をくらまして しま う。

(HKAIII,204)そ して、次 にフリー ドリヒとエル ヴィンが顔 をあわせ る場面は、再会である と

同時 に永遠 の別れ ともなる。 フ リー ドリヒの姿 を認 めたエル ヴィンは叫び声をあげて倒れ 、そ

の際 に抱えていた ツィターは彼女の下敷きになって壊れて しま う。フ リー ドリヒの過去を呼び

覚ま していた外的要因である楽器が、生身の人 間で ある彼 女 自身 の身体によって(不 可抗 力で

あるにせ よ)破 壊 された ことが意味す るものは何であろ うか。それは、やは りエル ヴィン とい

う現実の 「子 ども」の心が、フ リー ドリヒの 「子 ども時代」の投影 として機能 していた、も う

一人の 「子 ども」 を凌駕 したこ とであろ う
。す なわ ち、 ここでも理想的な 「子 ども時代」が永

遠にその場 にあ りつづけることの不可能性があ らわ されているのである。

結語

以上見てきた ように、『予感 と現在』においては 「子 ども時代」ならびに 「子 ども」に対す る

37本 作 中にはマ リー とい う少 女が登場 す るが
、彼女 には 「子 ども」 とい うよ りも、男性 を誘 惑す る奔

放 な女性像 が投影 され てい る。
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アイ ヒェン ドル フの重要な視点の萌芽を見 出す ことができた。アイ ヒェン ドル フが、世界 を見

つめる 「子 ども」の開かれ た視線を重要視 していた ことは、フリー ドリヒの 「子 ども時代」描

写か らして も明 らかである。無意識の うちに、周囲の 自然のなかに美 を見出す ことができた 「子

ども時代 」は、その後つづいてい く人生において精神基盤 を築 く際の指標 となるものだ。 しか

し、現実 とい う時間のなかで 「子 ども」は成長 し、それ まで触れ合っていた世界像はぼや けて

いか ざるを得 ない。つま り、本作において、理想の 「子 ども時代」を語 る際 には、その背後に

必ず、時間の流れは決 して避 けることができない とい うアイ ヒェン ドル フの強い認識 が存在 し

ているのであ る。

それでは、人は時の流れ るまま 「子 ども時代」 と乖離 して行かねばな らないのだろ うか。 こ

の結 末を回避するために、アイ ヒェン ドル フが提示す るのが、〈自発的読書〉である。 これ によ

って、人 は 「子 ども時代」 に見ていた世界 を、時間の流れ のなかで再構築 しつづける可能性が

示 されていた。

けれ ども、アイ ヒェン ドル フは、誰 しもが必ず このよ うな理想的な読書体験を持つ ことがで

きる、 と楽観視 していたわけでは決 してない。それは、現実社会における 「子 ども」に対す る

押 しつけ教育への批判や 、あるいは、 ローザや ロマーナを例 に見た ような、読書 をとお して精

神 を高めることに興味を抱 かない 「子 ども」その ものへ の批判が散見 され たことか らも明 らか

である。

さらに、読書では どうにもで きない 「子 ども時代」の根源的体験があることも、アイ ヒェン

ドルフは認識 してい る。本作 において、そのよ うな体験 を表現す るために登場 させたのが、不

思議な 「子 ども」エル ヴィンで あった。歌 を歌い、 フリー ドリヒの 「子 ども時代」の記憶 を呼

び覚ます役割 を担 う彼 女の存在その ものが、実はフ リー ドリヒの 「子 ども時代」の根源 的体験

の体現 として あらわ され ていたわけだが、この ような 「子 ども」す ら、理想像のままで終 わら

せない ところが、アイ ヒェン ドル フの普遍性が現実に立脚 した ものであることの証左 となる。

なぜな ら、エル ヴィンが有す る不可思議 な雰囲気は、フ リー ドリヒの 「子 ども時代」を体現す

る役 割 と同時 に、現実に身 を置 く不遇 な 「子 ども」 としての側面が、否応 なく顔 を見せ ること

か ら生 じるものだか らである。そ して、現実の 「子 ども」エル ヴィンが、フ リー ドリヒを異性

として意識 し、もはや 「子 ども」ではなくなった ところで、彼女の作 中における役割は終わ り、

死 とい う形で退場 させ られて しま う。

このよ うに、アイ ヒェン ドル フの処女作 『予感 と現在』には、「子 ども時代」の根源的体験へ

と向ける憧憬が確固たるものとして息吹きつつ も、その背後 には常に現 実世界 に対する意識が

存在 してい る。そ して、そこに、初期 ロマ ン派的な現実か ら乖離 した、理想の投影 としての 「子

ども」ならびに 「子 ども時代」 の変容を見出す ことができるのである。
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Einbildungskraft, Lesen und Kindererziehung 
Eichendorffs Ansichten über Kinder im Roman Ahnung und Gegenwart -

FUJIWARA Misa 

Erst im späten 18. Jahrhundert wird das Kind als Individuum entdeckt und die Kindheit 

als eine ebenso bedeutsame wie bestimmende Phase in der Entwicklung des Menschen 

erkannt und dementsprechend beachtet Lmd thematisiert. Dergleichen spiegelt sich auch in 

den Werken des Spätromantikers Joseph von Eichendorffwider, und lässt seine Ansichten der 

zeitgenössischen Kinderauffassung gegenüber und seine eigenen Vorstellungen eines idealen 

Kindheitsbildes deutlich werden. Ausgehend davon wird in diesem Aufsatz versucht, 

Eiehendorfts Erstlingsroman Ahnung und Gegenwart mit Blick auf die ,,Kinder" -ein Thema, 

das in der bisherigen Eichcndorff-Forschung kaum beachtet worden ist- einer nochmaligen 

Durchsicht und Analyse zu unterziehen, um so Eichendorffs Erkenntnis dessen, was Kindheit 

bedeutet, und die Rolle der Kinder im Roman neu interpretieren zu können. 

Im ersten Kapitel wird zunächst gezeigt, dass Eichcndorff zwar die Kindheit als 

"ideale" Zeit für wichtig hält, sie aber nicht als die ewige, sondern als die im gegenwärtigen 

Zeitverlauf nach Lmd nach schwindende versteht. Um das Vergehen der Kindheil zu 

venncidcn, schlägt Eichendorff als Mittel das fi-eiwilligc Lesen vor, durch das die Kinder ihre 

Einbildungskraft ausbilden und die Welt der Kindheit rekonstruieren können. 

Das zweite Kapitel behandelt EichendorfE kritische Auseinandersetzung mit dem 

Problem, dass ein solches freiwilliges Lesen sich nicht immer in die Tat umsetzen lässt, was 

seiner Meinung nach an dem autoritären Verhalten der Erwachsenen den Kindern gegenüber 

liegt. Eichendorft:S Opposition gegen eine solche Einstellung findet im Roman in der Person 

Friedeichs ihren nachhaltigen Ausdruck. 

Das dritte Kapitel wendet sich dann jenen Personen des Romans zu, auf die Bücher in 

ihrer Kindheit keinerlei Faszination ausgeübt haben. Zwei Beispiele daftir sind Rosa und 

Romana, die beide ein trauriges Schicksal haben: Rosa in ihrer wahrscheinlich unglücklichen 

Ehe, und Romana, die durch Selbstmord endet. Was den beiden Frauen weiter gemeinsam ist, 

ist ihr mangelndes Interesse am Lesen, und es wird die Vermutung geäußert, dass ihnen die 
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nötigen Kräfte fehlen, die Welt der Kindheil zurückzurufen bzw. zu rekonstruieren, weshalb 

sie nur an ihren langsam immer mehr verwitternden Kindheitserinnenmgen Halt suchen 

können. 

Im vierten Kapitel kommt dann mit Erwin!Erwine, die bis zu ihrem Tode ein 

geheimnisvolles Wesen bleibt, ein anderes Kinderbild zur Sprache. Erwine verkleidet sich als 

ein Knabe, um Fricdrich zu folgen. Aber die Beziehung zwischen Fricdrich und Erwinc ist 

nicht nur die von Meister und Begleiterin, sondern geht viel tiefer: Etwine ist eine 

Verkörpenmg seiner Kindheit und lässt ihn sich an seine Vergangenheit erinnern, d. h., sie 

fungiert im Herzen Fricdrichs als ein ewiges Kind. Doch bedeutet dieses keineswegs, dass sie 

ein ideales Kind ist, denn hinter ihrem Bild des ewigen Kindes verbirgt sich eine arme, 

einsame Existenz in der wirklichen WeiL Nach Erwines Tod erfahrt der Leser dann, dass sie 

in Wahrheit Friedrichs Nichte war und eine schwierige Kindheit gehabt hat. Was Ekhendorff 

damit ganz offensiehtlieh zeigen will, ist, dass die ideale Kindheit nicht ewig dauert. 

Wie eingangs bereits erwähnt wurde, trägt der Roman Ahnung und Gegenwart in sich 

bereits den Keim aller späteren wichtigen Ansichten Eichendorffs über Kinder und Kindheit. 

Zwar hält er das ursprüngliche Kindheitserlebnis fiir extrem wichtig, aber nicht fiir ewig. 

Deshalb rät er zum freiwilligen Lesen, um so die Fantasie der Kinder zu beleben und zu 

stärken, doch ist er sich ümner dessen bewußt, dass dieses Mittel nicht allmächtig ist, und er 

weiß, dass nicht alle Kinder ungehindert und selbstständig lesen können. Selbst Erwinc, die 

auf den ersten Blick ein ebenso schönes wie ideales Kindheitsbild zu verkörpern scheint, ist 

der Realität unterworfen. 

Das Fazit, dass dann am Schluß meiner Untersuchung gezogen wird, ist, dass die Welt der 

Kindheit, über die Eichendorff in diesem Roman geschrieben hat, keineswegs als das 

einfache Wunderbare latent weiter existiert, sondern stets neu rekonstruiert werden muss. 
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